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「彼を知り己を知れば百戦殆からず」 施設長 太田徹 
 

  

 
旧年中は、たくさんのご厚情を賜り心より感

謝申し上げます。令和 7 年度は定員 40 名に対

して 37 名でのスタートでしたが、月を追うご

とに入所児童が増え、8 月には満員になりまし

た。地域には児童発達支援や放課後デイサービ

スがたくさん開設され、身近に福祉サービスを

利用できる時代になりました。それでも入所施

設利用の要望は後を絶ちません。 

群馬県内に児童の入所施設は 3 つあります

が、就学前児童を預かる施設は当園のみだけで

す。そのため、入所希望は他の都県市からも来ま

すが、群馬県の児童を優先的にお預かりするの

で、お断りせざるを得ない状況となっています。

県外からの問い合わせはよく来ますので、県外

がどのような状態になっているのだろうかと強

い疑問が湧いてきます。幸いなことに私は群馬

県知的障害者福祉協会という組織の児童発達支

援部会長を務めさせていただいており、県外の 

方とも情報交換できる場があります。関東地区の

福祉型障害児入所施設が集まる機会があります

ので、ぜひ、県外の状況を知りたいと思っていま

す。 

日々、激変する世の中で施設が生き残っていく

には施設間の更なる連携が必要です。中国のこと

わざに「彼を知り己を知れば百戦殆（あやう）か

らず」とあるように、他を知ることで自分の置か

れている状況を客観的に見ることができ、普段気

付けないことにも気付けると思っています。 

今後、ますます人口減少は進むことでしょう。

これは人がいることで成り立つ福祉の世界では

非常に大きな影響があり、すでにそのことを実感

するようになっています。まずは、入所施設なら

ではの強みを磨き、一人でも多くの方にわたらせ

養護園を知ってもらえるように努めていきます。 

本年もよろしくお願い申し上げます。 

(砂文字板のお仕事をしています。並べてある文字をよく見ると何かわかるかもしれません。) 
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9/23 親子納涼祭 
今年度も親子納涼祭を開催しました。太鼓グル

ープの演奏から始まり、ボウリングと輪投げ、絵

の具を使ったかき氷の製作、各ブースを回るスタ

ンプラリーを行いました。最後には音楽グループ

と一緒に歌を歌って、保護者の方々と思い出に残

るたのしい時間を過ごしました。 

10/6 十五夜  
十五夜に関するお話とクイズを行い、みんなで

お月見団子の製作に取り組みました。お団子やお

供え物を用意して、十五夜を楽しみました。 

10/25 幼児部バスハイク  

11/2 十三夜  
十三夜のお話や、手作りの紙芝居・クイズ

を行い、十三夜という文化に触れました。夜

は中庭にすすきとお供え物を出し、「うさぎ

さんいるかな…」と子どもたちと月を眺めま

した。 

11/11 総合防災訓練  
 大間々・新里分署長様、桐生市消防団新里

方面団第 2分団様、婦人消防団様、ヤマト防

災様、町会長様、地域協力員の皆様にご協力

をいただき、消火訓練、避難訓練を行いまし

た。子どもたちは大人の話をよく聞いて、真

剣に取り組んでいました。 

11/1 開園記念日  
開園記念日についての説明や、わたらせ養

護園にまつわるクイズを行い、当施設の誕生

日をお祝いしました。 

ぐんまこどもの国へ行きました。晴天の下でたく

さん乗り物に乗って遊び、遊んだ後はみんなでお弁

当を食べました。園の中では体験できない、特別な

時間を過ごすことができました。 

。 
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ふれあい・ゆうあい 
      交流フェスタ 
 昨年に引き続き、今年も『ふれあい・ゆうあい

交流フェスタ』に参加させていただきました。会

場に到着すると職員よりも先回りして動く子ども

たちの姿を見て、より成長を感じました。 

中学３年生の児童は「最後なの寂しい…」「か

っこいい僕を見てもらいたい！」と太鼓グループ

として活動できる時間が誇らしいようで、楽しみ

な反面、終わってしまう悲しさもあるという複雑

な心境を話してくれました。 

いざ演奏が始まると、堂々と、力強く太鼓を叩

く子どもたち。行きのバス車内での緊張している

子どもたちの姿はどこにもなく、その背中はとて

もかっこよかったです。 

～中学３年生の気持ち～ 

「ゆうあい」演奏中の様子 

しゃぼんだまふわり 

「太鼓演奏で見せた児童たちの成長」 
保育士 難波夏海 

 
わたらせ養護園では、児童と職員が一緒

に太鼓を演奏する「太鼓グループ」という

活動があります。10 月には、ふれあい・

ゆうあい交流フェスタで発表する機会を

いただきました。 

これまで、児童と職員全員がそろって演

奏する機会はあまり多くありませんでし

たが、「ふれあい・ゆうあい交流フェスタ

で発表をする」という目標ができたことで

児童たちの意欲は大きく高まりました。

「今日は太鼓する？」「太鼓頑張る！」と

いった前向きな声が日常的に聞かれ、限ら

れた時間の中でも、集中して練習に取り組

む姿が見られました。一人ひとりが目標に

向かい、意識を高めながら練習を重ねてい

く様子が印象的でした。 

そして迎えたふれあい・ゆうあい交流フ

ェスタ当日。たくさんの観客の方が見守る

中、児童たちはこれまでの練習の成果を存

分に発揮し、力強く、息の合った演奏を披

露してくれました。「すごかったよ！」「か

っこよかった！」といった言葉も数多く寄

せられました。 

児童たちは達成感に満ちた表情を浮か

べており、職員にとっても、児童たちの成

長や努力の過程を色々な方々と共有でき

た、大変意義深い経験となりました。 

【児童作品】 



第１９３号           とんがりやね（４）         令和８年１月１日

 

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もちつきまつり 

 12 月１４日（日）もちつきまつりが行われました。足元の悪い中、今回もたくさんの方々にご協

力を頂き、開催することができました。お餅を頬張り、幸せそうな表情の子どもたちに癒されました。 

◆おもちメニュー◆ 

からみもち 

きなこもち 

あんぴんもち 

お雑煮 

大間々ライオンズクラブ様 

新里地域ボランティア連絡協議会様 

(きなこもち) 

コスモス様 (あんぴんもち) ガールスカウト群馬 13 団様  

(からみもち) 

つきたてのお餅いただきます！ 太鼓グループの発表 音楽グループの発表 

交流会 

今年も大間々ライオンズクラブ様がお餅つきを

行ってくださり、子どもたちもお餅つき体験をさせ

ていただきました。貴重な体験に子どもたちは目を

キラキラと輝かせ、自分の身体よりも大きな杵を掲

げ一生懸命にお餅をついていました！ 

当日参加して下さった保護者の方々にも、子ども

たちの輝く姿をカメラに収めていただけたのでは

ないでしょうか。素敵な時間をありがとうございま

した。 

大間々ライオンズクラブ様 

お餅つきの様子 

お餅つき 

体験の様子 

↓ → 

【児童作品】 

【児童作品】 

【児童作品】 
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 １２月２５日にクリスマス会を行いました。施設長の挨拶から始まり、絵本の読み聞かせをした

り、音楽グループを中心にクリスマスソングを歌いました。子どもたちの気持ちが高まったところで

桐生もりあげ隊サンタの登場。おもちゃとケーキをご寄贈していただき、プレゼントを配ってくれま

した。お昼にはみんなでスペシャルメニューを食べ、楽しいことが盛りだくさんの特別な日になりま

した。 

＜児童作品＞ 

桐生もりあげ隊様からの 

プレゼント 

スペシャルメニュー 



（令和 7 年 10 月 23 日「桐生タイムス」より） 
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桐生西ロータリークラブ様 

桐生西ローターアクトクラブ様より 
 

 

 

10 月 17 日、桐生西ロータリークラブ様と桐

生西ローターアクトクラブ様より、園庭の砂場・

プレイルームのテレビ・映像録画機器を新しくし

ていただきました。子どもたちは新しいサラサラ

の砂に大喜び。園庭遊びになると真っ先に砂場に

走っていき、「〇〇ごっこするよ！」と張り切っ

ています。また、テレビの変化にもすぐに気づき、

「きれいで見やすい！」と余暇時間はテレビ前に

大集合です。この度は本当にありがとうございま

した。 

櫻井睦槻さん 表彰されました！ 

11 月 8 日、学校からの推薦を受けて当園の櫻井

睦槻さんが「桐生・みどり両市の善行者を称える 

2025 年度善行者表彰式」にて表彰されました。推

薦書には「日頃から気持ちのよい挨拶をしたり、見

通しをもって自分から行動したりと、他の生徒の手

本となるような行動をしている。学級では、自分の

係の仕事を進んで行うとともにクラスで決めた係

以外で、行う人がいなかった牛乳パックの片付けを

自分から引き受けて、毎日欠かさず行っている。中

学 1 年生から始まった作業学習では、自分の仕事に

責任をもって意欲的に取り組んでいる。ビーズを使

ったミサンガ作りでは、時間がかかっても最後まで

粘り強く取り組んだ。中学 3 年生になった現在で

は、班長としての仕事も務めている。下級生の手本

となり、時間を気にかけながら、挨拶をしたり号令

をかけたり、責任感のある行動ができている。色々

なことに挑戦しようという気持ちで、日々の活動に

励んでいる。今後のさらなる成長が期待できる生徒

である」と学校での活躍がたくさん書かれていまし

た。表彰式から帰園し「僕、がんばりました！」と

誇らしげに報告する睦槻さんの表情はとても爽や

かで、自信と達成感に満ち溢れていました。 

ピアノが新しくなりました！ 

10 月 29 日、ピアノの入れ替えがあり、プレ

イルームに新しいピアノがやってきました。わた

らせ養護園にはピアノが2台設置されているので

すが、劣化が進み、使用が難しくなってしまいま

した。そこで数々の思い出を作ってくれた古いピ

アノに別れを告げ、新しいピアノを 1 台迎えるこ

ととなりました。 

〈 報 告 事 項 〉 

SUBARU 関連労働組合連合会 

クリスマスチャリティー公演 
                  行ってきました！ 

  

（ R ちゃん 感想 ） 

（令和 7 年 11 月 11 日「桐生タイムス」より） 

 



居室の間仕切り工事をしました 
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出張・研修 

９月 

１０ 令和 7 年度給食関係者講習会（岩下） 

１０月 

 １ 高崎児童相談所開所記念式典（太田･新井美果） 

 ２ しろがね学園療育研修会（新井昭吾） 

 ９ 桐生市地域自立支援協議会全体会（太田） 

１６ 保健部会（樋口） 

２１ 令和 8･９年群馬大会実行委員会（太田） 

２３ 児童生活部会（太田･新井元気･新井美果･柿田） 

２４ スズラン労働組合第 44 回本部定期大会（太田） 

３０ 第3回高齢者施設等の感染対策研修（山本） 

１１月 

5-7 リスクマネージャー養成研修（新井元気） 

6-7 種別代表者会議（太田） 

１２ 研究発表会（太田･柏原･天沼） 

１８ 環境感染防止対策 web セミナー（渡邊･柏原･難波） 

２７ 令和７年度 制度説明会（山岸） 

１２月 

２０ 強度行動障害支援者養成研修（大槻） 

 

 

 

ボランティア 

縫製 八の会さん（9/25･10/23･11/27･12/18） 

団体 東京電力労働組合さん（12/5） 

   育英短期大学（12/6） 

    栗山先生､学生さん３名 

個人 野口尚子さん（12/10） 

もちつきまつり（12/14） 

 大間々ライオンズクラブさん 

 新里地域ボランティア連絡協議会さん 

 コスモスさん、ガールスカウト群馬 13 団さん 

 須田彩子さん、時田美優さん 
 

保育実習 
育英大学 
 瀬戸心愛さん（9/8～9/19） 
育英短期大学 
熊谷柚希さん（9/8～9/19） 

 群馬社会福祉専門学校 
  須田彩子さん､時田美優さん（11/10～11/20） 

東京電力労働組合のみなさまによる 
清掃ボランティア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の屋根上の枯れ葉集めや、高い場所の窓拭

き等、普段行き届かない場所の清掃をしていただ

きました。 

児童生活部会 
 

 「わたらせ養護園における性についての課題
や取り組みについて」という内容で発表させて
いただきました。幼児期、学童期、思春期それぞ
れに合った支援や幼児期からゆっくりと時間を
かけて性教育を行っていく事が大切だと感じま
した。また、11 施設でディスカッションを行い、
他施設も様々な課題を抱えている事が分かり、
施設内だけではなく他施設と連携して課題解決
に取り組んでいく必要があると感じました。               

児童指導員 柿田圭介 
 
 
 
 

令和７年度 研究発表会 優秀賞受賞 
 

 

 

 

 

 

 

 

「わたらせ養護園における和太鼓の取り組み
について」というテーマで、児童の成長とわたら
せ太鼓の歴史について発表させていただきまし
た。大きな舞台で、大勢の方の前で、笑顔で発表
している自分に驚きました。約 8 年間の活動で
誰よりもわたらせ養護園の和太鼓に成長させて
もらったのは自分自身だったのだと感じまし
た。これからも、和太鼓を通じて子どもたちとよ
り良い関係を築いていきたいです。今後も様々
な場所で発表する機会がありますので、ぜひ和
太鼓の響きを聴きに来てください！  

 児童指導員 柏原彩加 
 

令和７年度 第２回苦情解決関係者会議 
12 月 16 日、令和７年度第 2 回苦情解決関

係者会議が行われました。第三者委員の長井様、
髙橋様、当園からは苦情解決責任者の太田施設
長、受付担当者の新井美果児発管と新井元気主
任と渡邊副主任が出席しました。令和７年 7 月
から 12 月まで受け付けた苦情の報告、また、
事故報告とヒヤリハット報告をしました。第三
者委員の方からは、日頃の支援に対してねぎら
いの言葉を頂きました。 
子どもたちとの対面時間では、初めて長井様、

髙橋様とお会いする子ども達もいましたが、抱
っこをされリラックスしながらコミュニケーシ
ョンを取る子もいました。 

児童発達支援管理責任者 新井美果 

部屋を仕切ることで、空間を有効に使う
ことができています。また、畳からフローリ
ングへ、窓の木枠をサッシへ改修しました。 



編集後記 

 秋も早々と終わりを迎え、あっという間に
冬がやってきました。子どもたちの装いがモ
コモコのパジャマに変わると、クリスマスや
年末が近づいてきたなぁと感じます。昨年末
は、風邪や感染症が流行することなく、元気
いっぱいの子どもたちでした。これも年々、
研修や会議等で対策を何度も見直し、できる
限りの予防対策を徹底して行ってきた結果
なのではないでしょうか。 
これからさらに寒さの本番を迎えますが、

子どもも職員も「わたらせパワー」で、元気
にたのしく過ごせたらと思っております。 
本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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わたらせ養護園後援会だより 

新しい年を迎え、皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 
昨年もたくさんのご支援をいただきましてありがとうございました。2026 年

は、60 年に 1 度しか巡ってこない「丙午」の年だそうです。「丙」と「午」がと
もに火の性質を持ち、火の力が重なることで情熱や勢いが高まり、太陽のように
エネルギーに満ちた年となるようです。今年は、大きな行事を予定しております。
目標に向かって駆け抜け飛躍の一年となりますよう取り組んでまいります。                  
（後援会事務局） 

202５年度わたらせ養護園後援会中間報告 

会員状況  （令和７年 12 月現在） 

 会員 

特別会員 3４件 

個人会員 ９３件 

計 1２７件 

（内、新規会員２件、復活会員 14 件） 

ありがとうございます 
（令和７年９月１日～１２月３１日現在） 

ご寄付（敬称略、順不同） 
米沢仏教興道会青年会（山形県） 

七重会､岸泰宏､西尾千恵子（東京都）岸厚次（千葉県） 
公益財団法人富田昭子ガールスカウト振興財団 

株式会社本島ビジネスセンター社員一同（高崎市） 
東京電力労働組合群馬地区本部 

スズラン労働組合（前橋市）松﨑靖（みどり市） 
新里地域ボランティア連絡協議会､野口秀樹（桐生市） 

ご寄贈（敬称略、順不同） 
橋本宏江､山田千賀（埼玉県）群馬県こんにゃく組合（甘楽郡） 

小幡香織（伊勢崎市）川田尚美（太田市） 
財団法人日本モーターボート競走会桐生支部 
大間々ライオンズクラブ､小林米穀店､新國商店 
寺田内科小児科医院､家住慧路（みどり市） 
深沢かつ江､諏訪歯科医院､桐生市桜木婦人会 

桐生西ロータリークラブ､桐生西ローターアクトクラブ 
川口和美､桐生もりあげ隊（桐生市） 

後援会の加入は年間を通じて受け付けています。事務局迄ご連絡下さい。 
会費・特別会費１年１口 10,000 円 

個人会費１年１口 1,000 円 
事務局 〒376-0131 桐生市新里町奥沢５９-１ わたらせ養護園内 
事務局 〒376-0131 わたらせ養護園後援会  TEL 0277-74-0343 

（できましたら２口以上お願いします） 

「とんがりやね」第 192 号をお送りいただきありがと
うございます。子どもたちが「お仕事」をしている写真か
ら一所懸命さが伝わってきました。職員の皆さんもいろ
いろと大変なこともあると思いますが、子どもたちの喜
ぶ姿を見ていると救われますね。今後ともよろしくお願
いいたします。陰ながら応援しております。（みどり市） 
 

 

どうぞよろしくお願いいたします。         （後援会事務局） 
それでは、今年度の中間報告をいたします。                                          （後援会事務局）                   

【児童作品】 

【児童作品】 

【児童作品】 


